


















 

北前船ゆかりの文化財関連事業  

 

１  日本遺産追加登録に向けた動向  

 

  現在 上越 市では 、産業立 地課 が窓口 となり、 平成 29 年 4 月に日本海 側 11 自  

治体の北 前船 寄港地 により認 定さ れた日 本遺産「 荒波 を越え た男たち の夢 が紡  

いだ異空 間～ 北前船 寄港地・船 主集 落～ 」他 27 自治体 とと もに、追加 登録 の申  

請を検討 中。  

 上越市 教育 委員会 では、市 動向 に合わ せ、 現存 する 北前船 ゆかりの 文化 財を  

把握し て、そ の中か ら文化 財の指 定も視 野に入 れて調 査を進 めるこ とで、 平成

29 年 8 月開催の 文 化財調査 審議 会にお いて 了解 を得 た。  

 

○既登録の 11 自治体直江津まなびの交流館  

北海道（ 函館 市・松 前町）、青 森県（ 鯵 ヶ沢町・ 深浦 町）、 秋田県（ 秋田 市）  

山形県（ 酒田 市）、 新潟県（ 新潟 市、長 岡市）、石 川県（ 加 賀市）  

福井県（ 敦賀 市、南 越前町）  

 

 ○追加登録に向けたスケジュール  

  ◎平成 29 年 11 月 24 日  追加登 録 申請自治 体 決 定予定  

   

◎平成 29 年 2 月頃    文化 庁への 追 加登録申 請提 出  

 

◎平成 30 年 4 月末     日本遺産認定 発表  

   

２  文化行政課としての北前船に関わる取組 み（ 3 年計画）  

 

 「発掘」… 北前船 ゆかりの 文化 財を 把 握し、 後 世に 残す取 組。  

「発信」 …ゆ かりの 文化財の 価値 や魅力 を市民に 伝え 、共有 する。  

「交流」 …北 前船が 各地の寄 港地 とネッ トワーク を結 び躍動 する日本 海を 往来  

した様に 、同 じスト ーリーで 結ば れた自 治体と の 地域 間連携  

 取組み 実施 にあた っては、下 記の とお り関係機 関等 と連携 を図りな がら 進める 。 

 

 

 

 

 

◎連携・ 社会 教育課 の公民館 講座 で北前 船関連講 座 を 実施す るなどの 連携 。  

   ・産 業立 地課・観光振興 課・文 化 振興課等、関係 各課 との連携（ PR 活動 等 ）。 

   ・直 江津の 歴 史文化を 深く 掘り下 げる市民 団体 、研 究 者、出版社 等との 連 携。 

文化行政 課 H30 予 算資料  



◎ 3 年計画  

  H30 H31 H32 

発掘  

 

ゆ か り の 文 化 財

の調査  
 

 

 

文化財指 定     

発信  

交流  

広報上越  

 

  

展示  

   

講演会  

   

探訪ツア ー  
 

  

講座等     

学校教育 と連 携  
 

  

【 H30 年度予算】  

  8 節  報償費  12,000 円  

  9 節  費用弁償： 講師旅費 （ 4 ㎞ +5 ㎞）×往復×22 円＝ 396 円  

  9 節  普通旅費： 北前船寄 港地 フォー ラム（新 潟）  

参加旅費  5,500 円×2 回＝ 11,000 円  

 11 節  消耗品費： 17,269 円（展示 用 ハレパネ 等）  

    印 刷製本 費 ： 117,000 円（展示 用写真印 刷等 ）     合計  157,665 円  

年 5 回シリー ズ（ 5・ 7・ 9・ 11・ 1 月）  

パネル展 示  

「船絵馬 等」    「寄港地 」  

（ in 直江津 学びの 交流館）  

展示  

「北前船 展」  

（ 総 合 博 物 館 ） 

座談会）  

上 越 市 と 北 前

船 を 掘 り 下 げ

る。  

座談会）  

県 内 寄 港 地 と

の交流  

※新潟、  

佐渡  

長岡  

糸魚川等  

 

公民館活 動、 産業立 地課、観 光振 興課等 と連携  

北 前 船 寄 港 地

フ ォ ー ラ ム

「 東 西 日 本 の

中 心 ～ 北 前 船

の交流」  

※講師検 討  

（南・北か ら） 

交流  


